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災
害
を
教
訓
に
、
明
日
の
命
を
守
る

特
集

伊勢湾台風当時の被害の様子

02	 本物力の一歩先へ『災害を教訓に、明日　
　		の命を守る』
06	 防災特集『「自らの命は自ら守る」ため　　　
　		の避難対策』
10	ちょこ知りくわな
12	 くわなフォトレポ！

14	 おしえてドクター・すこやか情報局
16	 令和元年度バス検診の追加募集をします
18	 地域包括ケアシステム
19	 図書館案内・施設案内
20	 くわな暮らしの情報ＢＯＸ
30	 くわな防災教室・イベントカレンダー
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災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
「
自
分

の
町
は
大
丈
夫
」
と
誰
も
が
思
い
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
真
実
な
ら
各

地
で
こ
ん
な
に
災
害
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

60
年
前
の
伊
勢
湾
台
風
時
も
市
民

に
「
自
分
の
町
は
大
丈
夫
」
と
い
う

意
識
が
あ
り
ま
し
た
。
歴
史
的
に
水

害
と
闘
っ
て
き
た
桑
名
で
す
が
、
明

治
時
代
に
木
曽
川
改
修
が
行
わ
れ
、

堤
防
に
守
ら
れ
た
安
心
感
が
あ
り
ま

し
た
。
町
の
発
展
に
伴
い
、
水
防
意

識
も
薄
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
34
年
９
月
26
日
土
曜
日
、
午

前
中
は
穏
や
か
な
晴
天
で
、
気
象
庁

の
警
告
は
そ
の
危
機
感
が
官
公
庁
を

は
じ
め
市
民
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
荒
れ
狂
う
台
風
に
よ
る
高
潮
の

影
響
な
ど
で
堤
防
が
決
壊
し
た
の
も

想
定
外
で
し
た
。
犠
牲
者
は
全
国
で

５
０
０
０
人
超
に
及
び
、
桑
名
で
も

５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

災害を教訓に、明日の命を守る

　
　
　
　
　 

本
物
力
の
一
歩
先
へ

異常気象とは過去30年にないほどの天候のこと。今や異常気象という言葉が日常的になり「50年に1度」
の災害が各地で頻

ひんぱつ

発しています。過去に学び、現状を認識し、自分で判断し、行動する必要があります。

数
字
や
昔
話
で
は
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
話

1

「想定外」に向き合う覚悟。「伊勢湾台風 60 周年」
09

Number

ここに
革新のドラマあり
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水害の体験談を
子どもたちが真剣に

聞いてくれます

1伊勢湾台風のつどいでろうそくに火を灯す
子どもたち。2決壊した揖斐川堤防の復興作
業。3小学校で語り部活動をする伊藤学さん。
4あかりプロジェクト桑名の皆さんが一つひ
とつ丁寧に竹とうろうを並べています。5浸水
した桑名駅。

　

こ
の
未
曽
有
の
災
害
で
得
た
教
訓

を
後
世
に
残
す
た
め
に
、伊
勢
湾
台
風

で
九
死
に
一
生
を
得
た
人
た
ち
が
「
あ

か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
で
語
り

部べ

と
し
て
市
内
の
小
学
生
に
体
験
談

を
伝
え
て
い
ま
す
。当
時
20
歳
だ
っ
た

伊
藤
学ま
な
ぶさ
ん
は
、
胸
ま
で
水
に
浸
か

り
な
が
ら
両
親
を
腕
に
抱
え
、
犬
を

腰
に
つ
な
い
で
逃
げ
ま
し
た
。「
児
童

に
は
あ
ま
り
悲
惨
な
話
は
せ
ず
、多
く

の
住
人
が
復
興
の
た
め
助
け
合
っ
た
話

を
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
も
防
災

の
大
切
さ
を
感
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
」。

　

当
時
高
校
生
の
松
井
洋ひ
ろ
しさ
ん
は
、

海
か
ら
逆
流
す
る
海
水
に
暗
闇
を
約
２

㎞
流
さ
れ
ま
し
た
。「
陸
の
方
へ
流
さ
れ

て
い
る
か
ら
い
つ
か
助
か
る
と
信
じ
て
い

た
け
れ
ど
、
あ
の
光
景
は
今
も
記
憶
に

鮮
明
で
、
子
ど
も
た
ち
に
話
す
と
み
ん

な
真
剣
な
顔
で
聞
い
て
く
れ
ま
す
」。

　
「
あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
桑
名
」
代
表

の
川
瀬
み
ち
代
さ
ん
は
毎
年
9
月
26

日
に
災
害
の
慰
霊
と
復
興
を
祈
る
ろ

う
そ
く
を
作
っ
て
灯
す
「
伊
勢
湾
台
風

の
つ
ど
い
」
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。「
風
化
さ
せ
ず
に
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

災害犠牲者の冥福や
被災地復興を祈って、
ろうそくを製作し被災
地で点灯。伊勢湾台
風の体験者による「語
り部」活動も行う。

代表 川瀬みち代さん 伊藤学さん
伊勢湾台風語り部あかりプロジェクト桑名

松井洋さん

3

2

4

5

地元民、消防団、
自衛隊が一丸となって、
水流と戦いながら、仮締
切工事が行われました

あかりプロジェクト桑名

桑名市立中央図書館蔵桑名市立中央図書館蔵
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伊
勢
湾
台
風
を
は
じ
め
、
昭
和

51
年
の
安
八
豪
雨
、
平
成
12
年
の

東
海
豪
雨
、
そ
の
他
全
国
の
災
害

を
踏
ま
え
、
施
設
・
体
制
の
両
面

で
防
災
は
進
化
し
て
い
ま
す
。
施

設
面
で
は
、
高
潮
に
加
え
、
地
震

で
も
堤
防
が
沈
ん
で
浸
水
し
な
い

よ
う
対
策
を
施
し
た
堤
防
が
木
曽

三
川
の
下
流
域
に
整
備
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が
設
置
す

る
河
川
の
本
流
の
水
位
計
に
加
え
、

県
の
管
轄
で
あ
る
細
か
い
河
川
に

も
簡
易
型
水
位
計
の
設
置
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

体
制
面
で
は
伊
勢
湾
台
風
の
２

年
後
に
制
定
さ
れ
た
「
災
害
対
策

基
本
法
」
で
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

国
、
県
、
市
、
公
共
機
関
な
ど
の

災
害
対
策
を
ま
と
め
て
各
所
の
役

割
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
液
体
ミ
ル
ク
な

ど
備
蓄
品
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、

大
規
模
災
害
時
に
物
資
供
給
の
拠

点
と
な
る
防
災
拠
点
施
設
の
建
設

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
各
自
が
何
か
一
つ
で
も
防

災
情
報
を
取
得
す
る
手
段
を
確
保

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。た
と

え
ば
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情

報
を
取
得
す
る
、
市
の
「
災
害
時

緊
急
メ
ー
ル
」・
県
の
「
防
災
み

え
.jp
」
な
ど
に
登
録
す
る
、
国
交

省
運
営
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
「
木

曽
三
川
下
流
域
動
く
高
潮
・
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
自
宅
や
職

場
か
ら
の
避
難
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
、

三
重
テ
レ
ビ
で
Ｔ
Ｖ
リ
モ
コ
ン
の

d
ボ
タ
ン
か
ら
河
川
水
位
や
雨
量

を
見
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
時
に
は
携
帯
電
話
に
エ
リ
ア

メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配

信
も
行
わ
れ
ま
す
（
一
部
の
携
帯

電
話
に
は
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
）。

手
を
ゆ
る
め
な
い

防
災
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

1星見ヶ丘に建設予定の防災拠点施設。2市内の浸水想定区域に同報系防災行政無
線の整備が進められています。津波や洪水被害が想定される地域に情報を伝達する
ものです。3避難シミュレータ「木曽三川下流域 動く高潮・洪水ハザードマップ」の
画面。 4城南地区で行われた避難訓練。

http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/
takashio-map/

3

4

2

pick up!

完成イメージ

建設予定地

建設予定地

星川西

星川公園

星川駅

三岐鉄道北勢線

星見ヶ丘小星見ヶ丘西口

1
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住
む
地
域
の
危
険
性
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す

　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
「
ス
ー

パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た
防

災
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害

は
時
と
し
て
想
定
を
は
る
か
に
超
え

る
規
模
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
岩
手
県

釜
石
市
で
は
世
界
最
大
水
深
と
し
て

ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
て
い
た
強
く
新
し

い
防
波
堤
が
津
波
で
決
壊
し
ま
し
た
。

決
壊
ま
で
の
６
分
間
、
津
波
を
防
い

だ
こ
と
で
助
か
っ
た
命
も
あ
り
、
設

備
の
強
化
は
決
し
て
無
駄
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
最
後
に
身
を
守
る
の
は

一
刻
も
早
い
各
自
の
判
断
と
行
動
で

あ
る
こ
と
が
防
災
の
基
本
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
の
災
害
の
多
さ
を
受
け
、

桑
名
市
で
は
防
災
の
国
家
資
格
と
知

識
・
経
験
を
持
つ
専
門
職
員
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
元
自
衛
官
と
し
て
災

害
派
遣
経
験
を
持
つ
藤
井
一か
ず
た
か隆
防
災

専
門
監
は
言
い
ま
す
。

「
自
分
で
身
を
守
る
た
め
に
、
必
要

な
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

薬
や
杖
が
必
要
な
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
、
自
分

の
頭
で
判
断
す
る
こ
と
が
大
事
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
家
族
で
防
災
会

議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話

は
通
じ
な
く
な
り
ま
す
。
安
否
確
認

の
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
こ
と
。

　

ま
た
、
事
前
に
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
や
通
勤
通
学
路
の
危
険
を

知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
判
断

や
対
処
が
早
く
な
り
ま
す
。
職
場
や

学
校
な
ど
自
分
が
所
属
す
る
場
で
訓

練
す
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
動
く
こ
と
で
発
見
す
る
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
す
。
自
分
で
で
き
な
い

こ
と
は
、
地
域
の
人
た
ち
な
ど
と
協

力
し
ま
し
ょ
う
。
個
人
で
学
ぶ
こ
と
に

限
界
が
あ
れ
ば
、
市
に
依
頼
し
て
勉

強
の
場
を
開
く
こ
と
も
で
き
ま
す
」。

　

た
と
え
避
難
が
空
振
り
に
な
っ
て
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
は
繰
り
返
し
避
難
で

き
る
か
ど
う
か
が
、
命
を
守
る
鍵
に

な
り
ま
す
。
防
災
に
強
い
町
を
つ
く
る

の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
で
す
。

安
全
が
高
ま
っ
て
も

慢
心
せ
ず
に
備
え
る

まずは家族で
災害時のルールを
決めてみましょう

この記事に関するお問い合わせは、
秘書広報課へ
（☎ 24-1492   24-1119）

桑名市の藤井一隆防災専門監
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　近年、風水害が激甚化し、国内各地に大きな被害をもたらしています。昨年も死者数が 200 人
以上となった平成 30年７月豪雨をはじめ、「非常に強い」勢力を保ったまま上陸し多数の家屋な
どに長時間の停電をもたらした台風 21号、相次いで記録的短時間大雨情報が発表された台風 24
号では、市でも近年には例がないほど多くの人が避難されました。
　このような状況を受け、この春から、全国的に水害や土砂災害の防災情報の伝え方が変更とな
りました。これまで市町村からの避難情報は、「避難準備・高齢者等避難開始」、「避難勧告」、「避
難指示（緊急）」として発令していましたが、今後は「警戒レベル」を加え、例えば「警戒レベル
３　避難準備・高齢者等避難開始」というような表現を用いて避難情報を発令します。

　レベル 3以降に相当する情報として気象庁が発表する警戒レベルは、住民に災害への備えを促し、警戒
を呼びかける参考情報であるほか、市町村が警戒レベルを判断するための参考情報です。報道などで見聞
きした際は、市が発令する避難情報とお間違えのないようご注意ください。

▷平成 31 年 3 月に内閣府により避難勧告に関するガイドラインが改定されました。

警戒レベル１・２は気象庁が発表、警戒レベル３以上は市が発令します

高

低

危
険
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
特
集これからは警戒レベルで避難のタイミングを

お知らせします

警戒レベルと避難情報など 避難行動など

市
が
発
令

警戒レベル5 〇災害発生情報 既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

警戒レベル4 〇避難指示（緊急）
〇避難勧告

避難が必要な地域などにお住まいの人は速やか
に避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近
くの安全な場所や、自宅の２階やご近所などのよ
り安全な場所に避難しましょう。

警戒レベル3 〇避難準備・高齢者
　等避難開始

避難が必要な地域などにお住まいの人で、避難に
時間を要する人（高齢者、障害のある人、乳幼児な
ど）とその支援者は避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

気
象
庁
が
発
表

警戒レベル2 〇洪水注意報
〇大雨注意報 など

ハザードマップなどでお住まいの場所の危険性
を確認し、警戒レベルが高まった場合にとるべき
避難行動を確認しましょう。

警戒レベル1 〇早期注意情報 備蓄品の確認など、災害への心構えを高めましょう。

6

「自らの命は自ら守る」
ための避難対策

「自らの命は自ら守る」
ための避難対策
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　市では、気象庁が発表する警戒レベルや注意報、警報だけでなく、今後想定される雨量などの気象情報や
河川の水位などをふまえた上で、なるべく明るい時間帯に避難することができるよう避難情報を発令します。

　このように、気象庁の発表と市の発令順が逆転する場合もあります。皆さんは、報道などで見聞きする警戒レベルの
みならず、市の防災情報に注意し、「市ホームページ」「防災行政無線」「桑名市災害時緊急メール」「エリアメール」「市
ツイッター」などから発信される、市が発令する警戒レベルや避難情報に基づいて、適切な避難行動をとってください。

　国のガイドラインはレベル４で「全員避難」としていますが、風水害
において、桑名市では浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内など、避難
が必要な地域のみを指定して避難情報を発令します。
【例】昨年の台風 24 号では…
　市では、昨年の台風 24 号襲来の際は、次の表の地域を指定して「避難
準備・高齢者等避難開始」、「避難勧告」を発令しました。

【例】昨年の台風 24 号では…
　昨年の台風 24 号襲来の際、市では、気象庁からの注意報などの発表を待たずに「避難準備・高齢者等避
難開始」を発令しました。これを新たな防災情報に当てはめると次の表のような発表、発令順となります。

日進・精義・立教・城東・益世・修徳・大成・大和・桑部・
在良・七和・深谷・久米・城南・多度（全域）・長島（全域）

　また、指定された地域においても、市が配布しているハザードマップ
の危険エリアから大きく離れている場合は、原則として避難する必要は
ありませんので、冷静に対応してください。

　指定されていない地域においては、原則として避
難する必要はありません。

気象庁よりも早く桑名市が警戒レベル 3 以上を
発令する場合があります

桑名市では、風水害において
市内全域での「全員避難」は必要ありません

避難情報対象地区

月日 時間 発表・発令の内容

平成 30 年
9 月 30 日

午前8時
市が対象地域を指定して「警戒レベル３・避難準備・高齢者等避難開
始」を発令

午前8時17分 気象庁が桑名市に「警戒レベル２相当　大雨注意報」を発表

午前10時30分 気象庁が桑名市に「警戒レベル３相当　大雨警報」を発表

午後2時 市が対象地域を指定して「警戒レベル４・避難勧告」を発令
平成 30 年
10 月 1 日 午前2時14分 市が「避難準備・高齢者等避難開始」および「避難勧告」を解除

桑名市ハザードマップ

自分の住んでいる地区をご確
認ください。市ホームページに
掲載しています。
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　避難する、しないにかかわらず、電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて、普段から飲料
水や食料などを備蓄しておきましょう。ローリングストック※による備蓄も有効なので試してみてください。また、
自宅が被災した場合のことを考慮し、非常用持ち出し袋を人数分用意して持ち出せるようにしておくと安心です。

飲料水・非常食（３日分以上、１週
間分が望ましい）、常備薬、小銭

ほ乳ビン、ミルク、オムツ、おしりふきなど

携帯ラジオ、懐中電灯、充電池、燃料（卓上こんろ、
ガスボンベ、固形燃料）、日用品（トイレットペーパー、
タオル、生理用品、ウェットティッシュ、歯ブラシな
ど）、医療品（ばんそうこう、傷薬、包帯、風邪薬、
胃腸薬など）、毛布、ポリタンク、ア
ウトドア用品、めがね、入れ歯など

　ローリングストックのポイントは、日常生活で消
費しながら備蓄することです。食料などを一定量
に保ちながら、備蓄品の鮮度を保ち、災害時に
も普段から食べているものを食べることができます。

　ローリングストックとは、備蓄する食料品
などについて、普段から少し多めに用意し、
使ったら使った分だけ新しく買い足していく
ことで、常に一定量を備蓄しておく方法です。

乳幼児がいる家庭で用意しておくもの

用意しておくと便利なもの

備える

使った分だけ
買い足す 日常で使う

必ず用意しておくもの

　昨年の台風 21 号・24 号の襲来の際は、多くの人が避難し、市の避難
所運営についていくつもの課題が明らかになりました。そのため、市で
は避難所の運営方針を見直し、毎回、避難者の利用がない避難所の開設
をやめて、多くの避難者が想定される避難所に担当職員を多く充てるな
ど、開設する避難所を適正化するための改善を行いました。また、避難
情報の発令については、できるだけ安全に避難できる明るい時間帯に発
令する方針です。皆さんも避難する際は、次の点に注意してください。

避難するときは開設している避難所を確認してください

食料・飲料などを備蓄しましょう

開設している避難所
を確認してください

避難所は、気象情報や避難情報などに応じて段階的に開設します。これまで開設していた避難
所であっても、土砂災害や浸水のおそれがある避難所などは危険なため開設されないことがあ
ります。「市ホームページ」「防災行政無線」「桑名市災害時緊急メール」「エリアメール」「市ツ
イッター」などで、開設している避難所を確認のうえ避難してください。

水や食料、毛布など
を持参してください

避難所には食料や毛布、懐中電灯などを備蓄していますが、緊急時用で数には限りがありま
す。飲料水や食料、常備薬など、必要なものは必ず持って避難してください。

避難所運営に協力し
てください

〇避難所には市の職員が担当として充てられていますが、災害の状況によっては「参集が遅
　れる」、「参集ができない」といった場合もあります。
〇避難所の運営は可能な限り避難者が主体となり、一人ひとりの協力のもとで行ってください。

備蓄の新しい方法　ローリングストック
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
特
集

避難所情報などの「緊急災害情報」
は市ホームページのここから！
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　中央防災会議※防災対策実行会議では、西日本豪雨災害などの発生を受け「平成 30 年７月豪雨による水
害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」を立ち上げました。これまでの大規模災害の教訓を
今後に生かすべく議論を行った結果、「行政主導のハード対策・ソフト対策には限界があり、今後も防災対
策を維持・向上するためには、国民全体で共通理解のもと、住民主体の防災対策に転換していく必要があ
る」との結論が導かれ、具体的には次のような基本姿勢が示されました。

 自然災害は、決して他人ごとではありません。「あなた」や「あなたの家族」の命に関わる問題です。
 気象現象は今後更に激甚化し、いつ、どこで災害が発生してもおかしくありません。
 行政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を出すことは不可能です。自然の脅威が間近に迫っているとき、

　 行政が一人ひとりを助けに行くことはできません。
 行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委ねないでください。
 避難するかしないか、最後は「あなた」の判断です。皆さんの命は皆さん自身で守ってください。
 まだ大丈夫だろうと思って亡くなった方がいたかもしれません。河川の氾濫や土砂災害が発生してからで

　 はもう手遅れです。「今、逃げなければ、自分や大事な人の命が失われる」との意識を忘れないでください。
 命を失わないために、災害に関心を持ってください。

　あなたの家は洪水や土砂災害などの危険性は全くないですか？
　危険が迫ってきたとき、どのような情報を利用し、どこへ、どうやって逃げますか？

「あなた」一人ではありません。避難の呼びかけ、一人では避難が難しい方の援助など、
　 地域の皆さんで助け合いましょう。行政も、全力で、皆さんや地域をサポートします。

自らの命は自ら守る～住民主体の防災対策への転換～

住民…「自らの命は自ら守る」意識を持つ
● 平時より、災害リスクや避難行動などについて把握する
● 地域の防災リーダーのもと、避難計画の作成や避難訓練などを行い地域の防災力を高める
● 災害時には自らの判断で適切な避難行動をとる

行政…住民が適切な避難行動をとれるよう全力で支援をする
● 平時より、災害リスクのある全ての地域で、あらゆる世代の住民を対象に、継続的に防災教育、
　避難訓練などを実施し、「自らの命は自ら守る」意識の徹底や地域の災害リスクととるべき避難行
　動等の周知をする
● 災害時には、避難行動が容易にとれるよう、防災情報をわかりやすく提供する

市は、皆さんの「助かりたい」「助けたい」という思いを全力で支援します。
皆さんも「自らの命は自ら守る」ために、最善の備えと避難行動を心がけてください。

※中央防災会議…内閣総理大臣を長として、災害対策基本法に基づいて設置された重要政策に関する会議。

 防災・危機管理課　（☎ 24－1185　  24－2945）

国民の皆さんへ ～大事な命が失われる前に～

広報くわな  vol.177  令和元年9月

～ワーキンググループの報告書「平成 30 年 7 月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）」から抜粋～

9



10

　

今
月
の
特
集
は
「
災
害
を
教
訓

に
、
明
日
の
命
を
守
る
」
で
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
地
方
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風

の
襲
来
か
ら
60
年
、
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

60
歳
未
満
の
方
は
伊
勢
湾
台
風
を

体
験
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
を
知

ら
な
い
世
代
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
被
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
や
、

災
害
へ
の
備
え
を
伝
え
る
た
め
の

活
動
が
、
語
り
部
の
方
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
桑
名
」

と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。
伊
勢

湾
台
風
が
襲
来
し
た
の
は
昭
和
34

年
9
月
26
日
。
こ
の
日
を
忘
れ
な

い
た
め
に
、
毎
年
9
月
26
日
、
伊

勢
湾
台
風
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
へ
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
7
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
、
市
内
小
学
校
を
伊
勢
湾
台
風

経
験
者
が
訪
問
し
、
講
話
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
桑
名
が
災
害
に
弱

い
場
所
と
は
知
ら
な
か
っ
た
…
」

講
話
を
聴
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

防
災
に
対
し
て
の
意
識
が
急
速
に

高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
城
南
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
市
内
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
竹
筒
に
ろ
う
そ
く
を
入
れ
、
灯

り
を
と
も
し
、
伊
勢
湾
台
風
の
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

市
で
も
、
災
害
に
備
え
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
国
や
県
と
連
携

し
て
、
堤
防
や
伊
勢
大
橋
の
整
備

を
順
次
進
め
て
い
る
ほ
か
、
星
見
ケ

丘
地
区
に
、
災
害
時
に
救
援
物
資

な
ど
の
受
入
拠
点
と
な
る
防
災
拠

点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
今
年
も
防
災

フ
ェ
ア
お
よ
び
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
防
災
フ
ェ
ア
で
は
実

際
の
自
然
災
害
を
Ｖ
Ｒ
で
体
験
で

き
る
催
し
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
防
災
訓
練
で
は
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
、
高
台
へ
避
難
し
て
も
ら
う
避

難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
新
た
な
避
難
体
制
の
確
立

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
命
を
守
る
こ
と

が
最
優
先
」
を
市
政
の
中
心
に
掲

げ
、
防
災
・
減
災
対
策
を
充
実
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
私
は
、

行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
、
限

界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
節
目
の
年
に
、

改
め
て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
災
害
発
生
時
へ
の
備
え
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
を
教
訓
に
、

明
日
の
命
を
守
る

№09

取
材
で
分
か
っ
た
意
外
と

知
ら
な
い
「
ツ
ウ
な
情

報
」
を
、
お
伝
え
し
ま
す

市
長
が
ふ
れ
る
！

防災フェア in 桑名 2019 で
ＶＲによる浸水を体感

伊
勢
湾
台
風
60
周
年
の

つ
ど
い
～
語
り
つ
な
ご

う
伊
勢
湾
台
風
～

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
60
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
た
ち
の

魂
を
永
遠
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
、「
伊
勢
湾
台
風
60
周

年
の
つ
ど
い
～
語
り
つ
な
ご

う
伊
勢
湾
台
風
～
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

追
悼
の
ろ
う
そ
く
点
灯
や

和
歌
山 

み
な
べ
梅
の
郷
救

助
隊
に
よ

る
炊
き
出

し
な
ど
を
、

伊
勢
湾
台

風
の
つ
ど

い
実
行
委

員
会
主
催

の
も
と
行
い
ま
す
。
未
曽
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢

湾
台
風
を
振
り
返
り
、
そ
の

教
訓
と
命
の
尊
さ
を
未
来
へ

と
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

 

9
月
26
日
㈭

　
　

  

午
後
6
時
～
8
時

 

城
南
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

 

福
祉
総
務
課

(

☎
２
４
‐
１
１
６
８　

 

２
４
‐
１
３
５
１
）

イラスト 市民編集員　古橋　公子

災
害
を
教
訓
に
、
明
日
の
命
を
守
る

災
害
を
教
訓
に
、
明
日
の
命
を
守
る
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（当事者間のトラブルについて、市は関与しません）

桑名いきいき体操のつどい

 9月4日・11日・18日・25日 
    いずれも水曜日で午前9時30分～ 10時　

 くわなメディアライヴ　
 牧野方　☎ 31-3716

がん・認知症などもおそれない食生活講演会

 9月14日㈯　 午後1時30分～4時
 大山田コミュニティプラザ
 1,000円
 80人（先着順）
 大山田コミュニティプラザ
 健康を育てる会･トマト事務局

　 伊藤方  ☎31-2258

桑名市総合医療センターリウマチ講演・相談会

　講演「妊娠可能年齢患者さんの治療選択にみる
リウマチ治療の進歩」とリウマチ相談会。

 9月18日㈬　午後2時～3時30分　

 総合医療センター
 北勢リウマチ相談会　太田方　☎ 45-2828

第 8 回みんなの広場　月待ちコンサート

　市内在住のシンガーソングライターの松木健太
さんの弾き語りライブです。

 9月21日㈯　午前10時
 多度まちづくり拠点施設
 地域交流の広場ネットワーク  西田方  

　  ☎ 090-4854-1401

ハローワーク桑名･障害者の集い　　　　
（障害者就職面接会）

 10月11日㈮   午後1時30分～3時30分 
▷受付 午後1時15分～3時

 総合福祉会館(常盤町51）
 就職を希望する障害者の人
 ハローワーク桑名 求人専門援助部門  

    ☎ 22-5141　  23-2604 

　

多
度
町
で
料
亭
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た

映
画
「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
大
戦
」
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
な
ど

に
も
掲
載
さ
れ
「
最
近
、
桑
名
で
よ
く
ロ

ケ
が
あ
る
よ
ね
」
と
う
れ
し
い
お
言
葉
を

頂
戴
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
「
俳
優
さ
ん
に
会
い
た
か
っ
た
」「
撮

影
の
様
子
を
見
学
し
た
か
っ
た
の
に
、
残

念
」
と
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
声

に
お
応
え
し
た
い
の
で
す
が
、
順
調
に
撮

影
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
静
か
に
準
備
を
進
め
る
こ
と

が
多
く
な
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

桑
名
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し

て
お
り
、
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

桑
名
フ
ィ
ル
ム

　
　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

桑
名
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
場
所
誘
致

や
撮
影
支
援
を
す
る
機
関
で
す
。
映
像

を
通
じ
て
、
桑
名
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

は
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト
ラ

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
け

た
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
8
月
４
日
に
は
「
い
だ
て
ん
」

ト
ー
ク
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
主
演
の

中
村
勘
九
郎
さ
ん
と
桑
名
市
出
身
の
瀬

古
利
彦
さ
ん
の
マ
ラ
ソ
ン
ト
ー
ク
が
大

好
評
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
日
に
行
わ
れ
た
「
桑
名

石
取
祭
」
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
「
所
さ
ん 

お
届
け
モ
ノ
で
す
！
」
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。
桑
名
の
魅
力
も
合
わ
せ
て
紹
介
さ

れ
る
こ
の
番
組
は
、
９
月
１
日
放
送
の
後
、

動
画
配
信
サ
イ
ト
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

桑
名
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

随
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト
ラ
や
、

店
舗
な
ど
の
敷
地
内
で
の
撮
影
協
力
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
桑
名
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w.kuw
ana-fc.info

）
か
ら

の
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

桑
名
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ブ

ラ
ン
ド
推
進
課
内
）

☎
２
４
‐
１
２
５
８ 

 

２
４
‐
２
４
７
４

© 毎日放送（所さん お届け
モノです！）の撮影風景

映
像
を
通
し
て
桑
名
の
魅
力
を
再
確
認
！
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写真を撮る市民編集員

桑名石取祭

私たちが

取材に行きま
す！

春日神社周辺で桑名石取祭の渡祭が行われました。多くの観衆が見
守る中、盛大に鉦

かね

と太鼓をリズムよく打ち鳴らす迫力満点の様子に
歓声が上がり、大いに盛り上がっていました。

令和初の花車は「新矢田一丁目」！

イオンモール桑名でスーパー伊勢湾台風を想定した高台避
難訓練や消防・桑名医師会などによる救出訓練などが行わ
れました。また、体験コーナーや各イベントが実施されました。

迫りくる「その日」に備えて
防災フェア in 桑名 2019

市民編集員　佐藤 俊治・福原 ゆき撮影

今月の

　イベント

 ⿓ボ連協まつり〔9/7〕  総合福祉会館
 ⿓創意くふう展〔9/7・8〕  くわなメディアライヴ
 ⿓小・中学校児童生徒科学展〔9/7・8〕  くわなメディアライヴ
 ⿓八幡神社獅子舞〔9/14・15〕  八幡神社
 ⿓桑名ほんぱくオープニングセレモニー〔9/21〕  六華苑
 ⿓伊勢湾台風のつどい〔9/26〕  城南河川防災ステーション

 8
3-4

　市民編集員　諏訪 求撮影 7
14
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春夏連続の甲子園大会出場を果たした津田学園高校硬式野球
部の壮行会が同校で行われました。「皆さんと共に笑顔で校歌を
歌うことを目標に精いっぱい頑張ります」と決意を述べていました。

春の借りを返したい
津田学園高校硬式野球部　壮行会

城南地区ではまちづくり協議会を設立し、住民同士の「助け合
い・支え合い」による地域運営を進めています。こうした中、ラジ
オ体操を通じて地域のつながりを深める活動が開始されました。

ラジオ体操で地域のつながりを深めよう
リレーでつなごう城南の輪

 7
20

NTNシティホールで開催されました。子どもの部・女子
の部・一般の部に分かれて競い合い、子どもの部は春日町、
女子の部は西鍋屋町、一般の部は宮通が優勝しました！

技とチームワーク競う！
第 49 回　石取祭ばやし優勝大会

七里の渡し前にハマグリを食べたり市の特産品を購入したりでき
る「宿場の茶店 一」がオープンしました。店内では蒸しハマグリ
などが食べられるほか、安永餅やしぐれ煮なども購入できます。

新たな観光拠点施設
宿場の茶店 一（ハジメ）オープン

稲
い な り

荷阿
あ き ば

岐波神社で長島三町石取祭が行われました。台風の影
響により、あいにくの天気でしたが、今年も豪華絢

けんらん

爛な祭車が
並び、リズムよく打ち鳴らす鉦と太鼓の音を聞くことができました。

熱い長島の夏の始まり
長島三町石取祭

揖斐川河畔で開催され、色鮮やかなスターマインや東海地区最大
級の2尺玉の同時打ち上げもあり、大きな花火に歓声が上がって
いました。美しい花火が今年も夜空に鮮やかな花を咲かせました！

夜空に打ちあがる大輪の花！
桑名水郷花火大会

 7
20

7
27-28

　市民編集員　堀 松之撮影

7

 7
15

　市民編集員　諏訪 求撮影

7
28

30
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頭
痛
に
襲
わ
れ
る
た
び
に
、我
慢
し
て
過

ご
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

15
歳
以
上
の
日
本
人
の
約
4
割
が
頭
痛
に

悩
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。医
療

機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
3
割
程

度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。そ
の
他
の
人
た
ち
は

痛
み
を
抱
え
な
が
ら
、我
慢
し
て
生
活
し

て
い
る
の
が
実
状
で
す
。

　

今
回
は
、頭
痛
の
な
か
で
も
よ
く
耳
に

す
る
「
片
頭
痛
」と
「
緊
張
型
頭
痛
」に
つ

い
て
、簡
単
に
お
話
い
た
し
ま
す
。

 　
「
片
頭
痛
」は
、「
緊
張
型
頭
痛
」に
次
い

で
多
い
頭
痛
で
す
。原
因
は
い
ろ
い
ろ
な

説
が
あ
り
ま
す
が
、い
ま
だ
に
は
っ
き
り

と
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
片
頭
痛
」の
特

徴
と
し
て
、頭
痛
に
襲
わ
れ
る
と 

①
日
射

し
や
光
が
苦
痛
に
な
る 

②
日
常
生
活
の

作
業
や
動
作
が
お
っ
く
う
に
な
る 

③
吐

き
気
な
ど
の
症
状
が
で
る
な
ど
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
3
つ
の
特
徴
の
う
ち
2
つ
が

当
て
は
ま
る
場
合
は
、「
片
頭
痛
」の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。治
療
は
、主
に
投
薬
に
な

り
ま
す
が
、痛
み
が
生
じ
た
時
の
み
に
限

ら
ず
、予
防
の
た
め
の
薬
剤
も
あ
り
ま
す
。

　
「
緊
張
型
頭
痛
」は
、最
も
多
い
頭
痛
で

す
。頭
の
両
側
か
ら
圧
迫
す
る
よ
う
な
痛

み
、締
め
付
け
る
よ
う
な
痛
み
が
特
徴
で

す
。こ
ち
ら
も
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。ス
ト
レ
ス
や
睡
眠
不
足
な

ど
が
き
っ
か
け
で
、頭
周
辺
の
筋
肉
が
緊
張

し
、首
や
肩
の
凝
り
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
ら
が
痛
み
を
生
じ
さ
せ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
片
頭
痛
」と
は
異
な

り
、生
活
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
症
状
で
は
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、日
ご
ろ
の
生
活
で

は
、適
度
な
運
動
、気
分
転
換
を
取
り
入
れ
、

筋
肉
の
緊
張
の
緩
和
と
予
防
に
、心
が
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。但
し
、月
の
半
分
以

上
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
、生
活
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、治
療
を
検
討
な
さ
る
の
も

よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

頭
痛
は
よ
く
起
こ
る
症
状
で
す
。治
療
を
受

け
な
く
て
も
治
ま
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、長

年
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
り
、頭
痛
が
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、一

度
、頭
痛
外
来
の
受
診
を
お
薦
め
し
ま
す
。

お
し
え
て

ド
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
す
こ
や
か
に
暮
ら
す

お
問
い
合
わ
せ
は

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
１
２
１
１　

22
‐
９
４
９
８

「
頭
痛
」
の
お
話

№ 45

救急　医療
夜間・休日に急病になった時は、
診療可能な病院を24時間体制で案内します。
※案内を受けた後、医療機関に問い合わせてからお出かけください。
パソコンによるご案内（医療ネットみえ）
▶http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
携帯電話によるご案内
▶http://www.qq.pref.mie.lg.jp/k/
音声によるご案内（無料）
▶0800-100-1199
救急医療情報センター
☎059－229－1199

電話は診療時間内にお願いします。
〔診療科目〕内科、小児科　

日曜・祝日の午後5時～10時は、当番医療機関へ

24時間
無料
受付

日曜・祝日
午前9時30分～正午
午後1時～ 4時

土曜夜間 午後7時30分～9時30分

ヤ
マ
モ
リ
体
育
館

市
役
所

国
道
1
号

応急診療所
（ふれあいプラザ内）

☎２１-９９１６

土日祝日（昼間・夜間）に病気になったら

土曜夜間・休日は応急診療所

くわな健康・医療相談
ダイヤル24
☎０１２０-１４９-１０７

事前に医療機関へ電話してください。

総合医療センター
脳神経外科部長

今
月
の
ド
ク
タ
ー

黒
木　

香
行 

医
師

1日（日） 青木内科 ☎ 22-1111
8日（日） 桑名病院 ☎ 22-0460
15日（日） 青木内科 ☎ 22-1111
16日（祝） 桑名病院 ☎ 22-0460
22日（日） 桑名病院 ☎ 22-0460
23日（祝） 青木内科 ☎ 22-1111
29日（日） 青木内科 ☎ 22-1111子育て支援課　☎24-1380　FAX24-5497

すくすく離乳食教室

育児相談

　子どもの成長時期に応じた離乳食・子育てに
関する講話を行います。
　　  ①≪初期・中期≫10月1日㈫　
　　  ②≪後期・完了期≫10月8日㈫
 　　 いずれも午後1時30分～3時

くわなメディアライヴ
 無料　
 各30人（いずれも先着順）

　① 9月13日㈮～27日㈮
　　　　     ② 9月13日㈮～10月4日㈮

　保健師に乳幼児の発達や発育などについて相談
したり、管理栄養士に栄養に関する相談ができます。

 9月20日㈮  
　　  午前10時～11時

 くわなメディアライヴ
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す こ や か 情 報 局
お問い合わせ・申し込みは

保健医療課　☎２４-１１８２　 ２４-３０３２

おいしく食べよう会

 ①9月26日㈭　②10月16日㈬
　　 いずれも午前10時～午後1時

 ①くわなメディアライヴ
　　 ②多度すこやかセンター 

 65歳以上の人
 食生活改善推進員   　
 各30人（先着順）
 500円
 エプロン、三角巾、ふきん2枚、筆記用具
 電話で、保健医療課へ。

 ①9月9日㈪～18日㈬
　　　　 ②9月9日㈪～10月8日㈫ 

ゲートキーパー（メンタルパートナー）養成講座

　9月10日～16日は自殺予防週間です。この機会
に、あなたもこころの健康づくりについて考えて
みませんか。ゲートキーパーとは悩んでいる人に
気づき、声をかけ、支援につなげ、見守る人のこ
とです。

 9月13日㈮　午後1時30分～3時
 くわなメディアライヴ
 市内在住または在勤の人
 電話または、ファクスで保健医療課へ。
 9月12日㈭

「RenoBody」ウオーキングイベント

　国民健康保険証は、10月に更新となります。9
月下旬には、新しい保険証を各世帯へ郵送する予
定です。宛名の確認の上、開封してください。
　ただし、やむを得ない事情などにより、窓口で
の交付を希望される場合、9月5日㈭までに保健
医療課保険年金室（☎24-1174）までご連絡くだ
さい。9月12日㈭以降に保健医療課保険年金室の
窓口にて、お渡しします。

 保険年金室（☎24-1174　 24-1357）

　健康づくりを推進するため、10月26日㈯から1
カ月間、健康づくりアプリを利用したウオーキン
グイベントを開催します。桑名市公認健康づくり
アプリ「R

リ ノ

enoB
ボ デ ィ

ody」を使って、アプリ内で、1
カ月間に歩いた合計の歩数をランキング形式で競
います。

  10月26日㈯～11月25日㈪
 市内に在住、在勤、在学の人でスマート

フォンを所持し、かつＲenoBodyのアプリをダウ
ンロードし、活用できる人
▷アプリをダウンロードする際はパケット代が発生します。
▷アプリをダウンロードした際は、ニックネーム・
生年月日・性別などの設定が必要となります。

  ①直接または、市ホームページで「ウオー
キングイベント申込チラシ」を入手する。
②必要事項を記入して、直接または、郵送（〒511-
8601中央町2丁目37）、ファクス、メール（cmedicine@
city.kuwana.lg.jp)で保健医療課へ。
▷メールの場合は、タイトルを「ウオーキングイ
　ベント申込」としてください。
▷1グループの人数は10人までです。10人を超え
　る場合は複数のグループに分けて申し込みくだ
　さい。お一人での申し込みも受け付けます。お
　一人の場合、市でグループを設定します。
▷申し込みをされた人（グループで申し込みの場
　合はグループ代表者）へ参加に必要なイベント
　コードなどをお知らせします。

 9月30日㈪  （当日消印有効）

がん患者と家族の方のおしゃべりサロンin桑名

　同じ病気の人のお話を聞いたり、お互いの悩み
を話したり、一人で悩まずにお話しましょう。　

 9月18日㈬　午後1時30分～3時30分
 ＮＴＮシティホール
 がん患者、家族など　  無料　  不要

 9月11日㈬　午前9時30分～11時30分
 市役所

　献血にご協力いただける人には要件があり
ます。詳細は保健医療課（☎24-1195）へ。

献血にご協力ください

国民健康保険証の更新のお知らせ
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市
政
T
O
P
I
C
S

令和元年度 バス検診(集団検診） の 追加募集 をします

種類 
(検診料） 対　象 申込 

記号 実施日 受付時間 会場 募集
人数

胃がん検診
（1,000円） 40歳以上

胃① 2月8日㈯ 午前8時30分～11時 市役所 約20人

胃② 2月19日㈬ 午前8時30分～11時 くわなメディアライヴ 約70人

肺がん検診
（300円）

問診の結果、
喀
か く た ん

痰検査が必
要と判断さ
れ、希望する
人は別途500
円必要

40～64歳

▷65歳以
上は結核
検診(次の
項)を参照

肺③ 2月2日㈰ 午前9時30分～11時
午後1時～3時30分

大山田
コミュニティプラザ 約140人

肺④ 2月7日㈮ 午前8時30分～11時
午後1時～3時 多度すこやかセンター 約40人

肺⑤ 2月22日㈯ 午前9時30分～11時
午後1時～3時30分 NTNシティホール 約150人

肺⑥ 2月26日㈬ 午前8時30分～11時
午後1時～3時 長島福祉健康センター 約40人

子宮がん検診
（1,000円）

20歳以上
の女性

子⑦ 1月20日㈪ 午前8時30分～11時
午後1時～3時 多度すこやかセンター 約30人

子⑧ 2月3日㈪ 午前8時30分～11時
午後1時～3時

桑部まちづくり
拠点施設 約30人

乳がん検診
超音波検査

（1,000円）
20歳以上
の女性

乳⑨ 2月22日㈯ 午前9時30分～11時
午後1時～3時30分 NTNシティホール 約20人

乳⑩ 2月26日㈬ 午前8時30分～11時
午後1時～3時 くわなメディアライヴ 約20人

大腸がん検診
（500円） 40歳以上 大⑪ 2月6日㈭ 午前8時30分～11時

午後1時～3時 長島福祉健康センター 約150人

　胃・肺・大腸がん検診は毎年、子宮・乳がん検診は2年に1回の受診が推奨されています。検診の受
診や申し込みがお済みでない人は、この機会をぜひご活用ください。

追加募集の種類と日程など 　▷対象の年齢は、令和2年3月31日現在の年齢です。

▷乳がん検診（マンモグラフィ検査）は、現在ご案内できる日程がありませんので、ご了承ください。
▷検診料は、桑名市国民健康保険加入者・生活保護世帯・市民税非課税世帯は無料です。
申込期間  9月9日㈪～24日㈫　（当日消印有効）　▷先着順で定員になり次第締め切ります。
申込方法  窓口で申込用紙に記入、またはハガキに「バス検診 追加申込み」「住所」「名前」「生年
月日」「繋がりやすい電話番号」「申込記号（第2希望まで）」を記入し郵送で、保健医療課（〒511-
8601中央町2丁目37）へ。
受診票の発送  11月上旬
▷検診の詳細については、平成31年広報くわな2月号(16～19ページ)または市ホームページをご覧く
　ださい。
▷多くの皆さんに検診を受けて頂けるよう、都合が悪くなった場合は、必ず連絡をお願いします。　
　キャンセルなどで空きがある日程については、11月中旬以降に随時募集を行う予定です。
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病院検診（個別がん検診）　医療機関で11月30日㈯まで実施中

検診の種類 対象 検診料

大腸がん  40歳以上の男女 
（昭和55年3月31日以前生まれ） 1,000円

子宮がん  20歳以上の女性 
(平成12年3月31日以前生まれ）

1,500円
▷体部がん検診も実施した場合、2,500円

 保健医療課（☎ 24－1182　  24－3032）

「無料クーポン券」令和2年1月31日㈮まで利用可能

検診の種類 対象 検診料

子宮頸がん  20歳の女性（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ） 無料

乳がん 
（マンモグラフィ検査）  40歳の女性（昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生まれ） 無料

「結核検診」（65歳以上）　10月末まで検診車で実施中

開催日 検診会場 開催日 検診会場
9月2日㈪ 1日 桑部まちづくり拠点施設

10月3日㈭
午前 伊曽島まちづくり拠点施設

9月9日㈪

午前
多度北部コミュニティセンター(香取) 午後 防災コミュニティセンター（平方）

多度東部多目的集会所

10月10日㈭

午前 大和まちづくり拠点施設

午後
旧多度西小学校

午後
深谷まちづくり拠点施設

多度南部コミュニティプラザ(力
尾) 深谷市民館

9月13日㈮ 1日 城南まちづくり拠点施設 10月16日㈬ 1日 くわなメディアライヴ

9月17日㈫
午前 久米まちづくり拠点施設

10月21日㈪
午前 長島福祉健康センター

午後 大山田まちづくり拠点施設 午後 長島北部分館

9月18日㈬ 1日 くわなメディアライヴ 10月24日㈭ 1日 七和まちづくり拠点施設

9月20日㈮
午前 桑名三川商工会(多度支所) 10月30日㈬ 1日 くわなメディアライヴ

午後 多度すこやかセンター 10月31日㈭ 1日 大山田まちづくり拠点施設

9月24日㈫
午前 大山田まちづくり拠点施設

午後 在良まちづくり拠点施設

　5月以降に転入された人や結核検診の申し込みがお済みでない人は、開催日の1週間前までに保健
医療課の窓口へ直接お申し込みください。その場で受診票をお渡しします。
▷希望者は、結核検診と同時に、肺がん検診も受けられます。

今後開催の結核検診

　対象者には、６月下旬に受診券を送付しています。転入された人や受診券を紛失された人などは、
保健医療課の窓口へお越しください。

　対象者には、６月下旬に無料クーポン券を送付しています。医療機関またはバス検診で利用でき
ます。転入された人や無料クーポン券を紛失された人などは、保健医療課の窓口へお越しください。

　▷桑名市国民健康保険加入者、生活保護世帯、市民税非課税世帯は無料
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く
わ
な
で
暮
ら
す

	介護予防支援室 (☎ 24 － 5104　 27 － 3273)

	介護予防支援室 (☎ 24 － 5104　 27 － 3273)

オレンジカフェ（認知症カフェ）を開催します

認知症の人や、その家族、専門職や地域の人など、どなたでも気軽にご参加ください。

と
き
・
場
所

9月10日㈫ 午後2時～3時30分 シャトークワナ（内堀124）

9月12日㈭ 午後1時30分～3時30分 善西寺（西矢田町27-2）

9月13日㈮
午前10時～11時30分 町屋川珈琲（桑部628-1）
午前10時～11時30分 多度すこやかセンター

9月27日㈮ 午後1時30分～3時 深谷市民館
9月28日㈯ 午後2時～3時30分 五大茶屋（南寺町45）

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　「認知症みんなが安心声かけ訓練」は認知症と思
われる人への声のかけ方や対応について学び、地域
全体で認知症の人を見守ることができるようになるこ
とを目的に行っています。3月には多度町肱江で6月
には桑名寺町通り商店街にて開催しました。今年度
も引き続き、他の地域で開催予定です。

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す 

～
認
知
症
に
つ
い
て
、考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

認知症みんなが安心声かけ訓練

　認知症サポーター養成講座では、認知症に対する
正しい知識を持ち、地域で認知症の人やその家族に
対して、できる範囲で手助けする「認知症サポーター」を養成します。「認知症サ
ポーター」は何か特別な活動を求められるわけではありませんが、日常生活の中で
認知症の人と出会った時に、認知症の人とその家族を見守り、応援者となること
が期待されています。地域のサロンや企業・学校などで開催されています。市で
の受講者は15,000人を超えています。おおむね10人以上の人が集まる場へ出張
して講座を開催することもできますので、介護予防支援室までご相談ください。

認知症サポーター養成講座

3月14日in多度町肱江

6月28日in桑名寺町通り商店街

学校病院地域のサロン

　今後も、認知症の人に限らず、地域の誰もが支え合える地域づくりにつなげることを
めざし、取り組んでいきます。

認知症の人を含む高齢者にやさしい
　　　　　　　地域づくりに取り組んでいます



19 広報くわな  vol.177 令和元年9月

ヤマモリ体育館 ☎ ２２-６７４１　  ２２-６７７０

【開館】午前9時～午後9時
【休館：毎月第1・3火曜日定休】	3日・17日、10月1日

◉バドミントン
	9月14日㈯・21日㈯　いずれも午後5時～9時
	一般・高校生150円、中学生以下70円	

▷市外の人は倍額　▷当日午後4時から受け付け
（午後3時から整理券を配布）、1回2時間、コート
の予約は１人1コートまで。

【休館：月曜日定休】	2日・9日・16日㈷・23日㈷・30日、10月7日

◉一般開放
体育館		日曜日　午前9時～正午、午後1時～ 5時
												火曜日　午後1時～ 5時
												水・土曜日　午後6時～ 10時

施 設 案 内

【開館】午前9時～午後5時
【休館：月曜日定休】	2日・9日・16日㈷・23日㈷・30日、
10月7日

◉陶芸体験募集中　【要予約】
手びねり体験

	9月15日㈰　午後1時30分～ 3時30分
	1,030円

◉プラネタリウム上映　
	平日：【団体】要予約

　　		土日祝：午前10時・11時、午後2時・3時
▷団体のご利用は10人以上の団体が対象で、利用
日の7日前までに予約が必要です。

【開館】午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）
【休館：月曜日定休】	2日㈪	～ 13日㈮展示入替の
ため休館・17日㈫・24日㈫・30日、10月7日

◉没後20周年記念企画展「清水公照 心の窓」
　今年が没後20年にあたることから東大寺住職
清水公照の作品を紹介します。

	9月14日㈯～ 10月14日㈷
▷9月21日㈯・27日㈮・10月6日㈰　午後1時30
分から展示解説があります。

	高校生以上150円、中学生以下無料

博 物 館 ☎ ２１-３１７１　  ２１-３１７３

　
　
　
　
　
　
文
化
の
ひ
ろ
ば

長島ふれあい学習館 ☎ ４１-１０４１　  ４１-１０１１

六 華 苑 ☎ ２４-４４６６　  ２４-４６２７

【開苑】	午前9時～午後5時（入苑は午後4時まで）　
【入苑料】460円		【休苑：月曜日定休】	2日・9日・
17日㈫・24日㈫・30日、10月7日

◉十六夜コンサート2019
	9月 14 日㈯　午後 6時 30分　 	1,000 円

出演 	Voices	of	Vision

海洋センター ☎ ４２-１００２　  ４２-１００５

図 書 館 案 内
●  システム更新に伴う臨時休館のお知らせ
　中央図書館・ふるさと多度文学館・長島輪中図書館はシステム更新作業のため、下記の期間休館となりま
す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。また、休館に伴い、貸出期間の延長を行い
ますので、ぜひご利用ください。
【臨時休館】：9月25日㈬～10月2日㈬　▷ふるさと多度文学館は23日㈷・24日㈫も休館となります。
	中央図書館（☎	22-0562　 	22-0795）	ふるさと多度文学館（☎	48-7000　 	48-7002）	

					長島輪中図書館（☎	41-1040　 	41-1044）

●  博物館×中央図書館 ML 連携企画第 3 弾　セミナー「公
こうしょう

照さんと落
らっかん

款のはなし」を開催します
　博物館展示「清水公照　心の窓」の開催に合わせて、博物館職員によるセミナーと関連書籍の紹介展示を
行います。ML連携とは、博物館（Museum）と図書館（Library）が連携して、共通テーマに沿って各館の
資料を活用した企画を実施し、それぞれの館の特徴や役割を発信する連携企画です。

		9月22日㈰　午後1時30分～3時　 		中央図書館　 		30人（先着順）　
		直接または、電話で中央図書館へ　 		9月5日㈭

	中央図書館　（☎	22-0562　 	22-0795）

▷使用制限や開放時間の変更などがあります。
　詳細は市ホームページをご覧ください。
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時

▽
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時
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
、
市
民
の
皆

さ
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交
通
安
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身
近
に
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っ
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ら
う
た
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交
通
安
全
フ
ェ
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今
年
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4
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を
迎
え
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桑
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ほ
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ぱ
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暮
ら
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報
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【人権尊重宣言都市 桑名市】

※
有
料
広
告
掲
載
欄

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
科
学
展

　

小
学
校
3
年
生
～
中
学
校
3
年
生
の
子
ど

も
た
ち
が
、
夏
休
み
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ

理
科
の
実
験
・
観
察
・
研
究
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ど
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展
示
し
ま
す
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八
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神
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た
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①
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島
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外
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4
2
3
）

②
八
幡
神
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西
外
面
2
1
0
7
）

▽
八
幡
神
社
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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Ｒ 

・
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長
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り
徒
歩
約
10
分
で
す
。
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‐
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暮らしの
電話番号の
市外局番は「０５９４」

各種お問い合わせ・お申し込みは　
各施設の業務時間内にお願いします
※施設によって業務日、業務時間が異なり
ますのでご注意ください。

〔本庁、各地区市民センターなど〕
平日午前8時30分～午後5時15分

音声でお伝えする「声の広報くわな」は、ホー
ムページで掲載しています。

避難勧告・指示、災害発生時の各
種情報、子育て情報、博物館情報、
観光・イベント情報などをメールで
お知らせします。右の QRコードか
ら登録できます。

あなたに合わせて情報をお届け！
メールマガジンのご案内



21 広報くわな  vol.177  令和元年9月 【非核平和宣言都市 桑名市】

※
有
料
広
告
掲
載
欄

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
ほ

ん
ぱ
く
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ダ
ニ
エ
ル
・
衣
里
さ
ん

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ほ
ん
ぱ
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
、大
ハ
マ
グ
リ
開
き
な
ど

 

9
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華
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無
料

▽
六
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苑
の
入
苑
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必
要
で
す
。

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

☎
２
４
‐
１
２
５
８ 

 

２
４
‐
２
４
７
４

消
防
の
仕
事
を
楽
し
く
学
ぼ
う

「
消
防
体
験
キ
ッ
ズ
」

　

消
防
署
の
活
動
を
親
子
で
楽
し
く
学
び
、

身
近
に
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
は
し

ご
車
搭
乗
体
験（
先
着
70
人
）、
放
水
体
験
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
防
災
指
導
、
心
肺
蘇

生
法
・
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
体
験
、
ロ
ー
プ
渡
り
体
験（
ち
び
っ
こ
レ

ス
キ
ュ
ー
）、
消
防
車
の
見
学
、
起
震
車
に

よ
る
地
震
体
験
な
ど

 

10
月
5
日
㈯　

午
前
9
時
～
正
午

▽
雨
天
中
止

 

消
防
本
部
・
消
防
署

▽
お
越
し
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

無
料

 

消
防
署　

☎
２
４
‐
５
２
８
４ 

 

２
４
‐
５
２
８
５

曜
日 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
、
第
3

木
曜
日 

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分（
全
10

回
） 

①
手
び
ね
り
コ
ー
ス 

②
電
動
ろ
く
ろ

コ
ー
ス（
1
年
以
上
経
験
が
あ
る
人
）

 

陶
芸
家　

森 

一
蔵
さ
ん

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

 

①
24
人 

②
5
人

▽
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
。

 

8
０
0
０
円（
材
料
費
含
む
）

【
星
空
教
室
】

　

星
座
や
天
文
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

 

10
月
6
日
、
11
月
10
日
、
12
月
8
日
、

1
月
12
日
、
2
月
2
日（
全
5
回
）　

い
ず
れ

も
日
曜
日　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

 

天
文
研
究
家　

浅
田 

英
夫
さ
ん

 

小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
） 

70
人（
先
着
順
）

 

１
５
0
０
円

▽
保
護
者
も
受
講
料
が
必
要
で
す
。

【
共
通
事
項
】

 

長
島
ふ
れ
あ
い
学
習
館

 

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
長
島
ふ
れ
あ

い
学
習
館
へ
。

 

9
月
１
日
㈰
～
21
日
㈯

  

長
島
ふ
れ
あ
い
学
習
館

☎
４
１
‐
１
０
４
１

 
４
１
‐
１
０
１
１

親
子
の
絆
づ
く
り
「
赤
ち
ゃ
ん

が
き
た
！
」
BP
（
ベ
ビ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム 

）

　

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
母
親
と

生
後
2
～
5
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
一
緒
に
参

加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子
育
て
仲
間
と

話
し
合
う
こ
と
で
、
育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
し
た
り
、
育
児
に
つ
い
て
学
び
合
っ

た
り
す
る
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

 

9
月
19
日
・
26
日
、
10
月
3
日
・
10

日（
全
4
回
）　

い
ず
れ
も
木
曜
日　

午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分

▽
後
半
30
分
は
質
問
、
交
流
タ
イ
ム

 
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
「
キ

ラ
キ
ラ
」た
け
の
こ
広
場

 

第
一
子
が
平
成
31
年
4
月
～
令
和
元

年
7
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

 

20
組

 

テ
キ
ス
ト
代 

１
０
８
０
円

 

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
子
ど
も
・
子

育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
「
キ
ラ
キ
ラ
」へ
。　
　

 

子
ど
も
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
「
キ

ラ
キ
ラ
」

☎
８
４
‐
６
０
３
９ 

 

２
５
‐
０
０
７
５

陶
芸
・
星
空
教
室

【
陶
芸
教
室（
定
期
コ
ー
ス
）】

　

初
心
者
で
も
楽
し
く
陶
芸
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 

10
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
第
3
水
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自
然
と
ふ
れ
あ
う
「
多
度
峡
ハ

イ
キ
ン
グ
」
参
加
者

 

9
月
22
日
㈰　

午
前
9
時

▽
午
前
8
時
40
分
か
ら
受
付
開
始

コ

ス 

●
健
脚
コ
ー
ス 

約
7.5
㎞
（
山
裾
の
登
り
道
）

●
街
並
コ
ー
ス 

約
5.5
㎞
（
平
坦
な
道
）

▽
集
合
場
所
は
、
い
ず
れ
も
多
度
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
玄
関
前

 

１
０
０
人（
先
着
順
）

 

無
料　

▽
参
加
賞
あ
り

 

直
接
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
国
体
推
進

室（
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
2
階
）
ま
た

は
、
各
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ
。

 

9
月
2
日
㈪
～
12
日
㈭

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
国
体
推
進
室

☎
２
４
‐
１
２
５
１ 

 

２
４
‐
１
３
５
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
か
ら
、
約
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
設
置
か
ら
10
年
を
経
過

し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
取
り
替
え
な

ど
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
へ
の
よ

り
効
果
的
な
普
及
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

警
報
器
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
く
た
め
に

新
た
な
啓
発
手
段
と
し
て
、
消
防
本
部
と
連

携
し
た
普
及
啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
お

店（
家
電
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

を
募
集
し
ま
す
。

▽
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿

命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
取
り
替
え
の
目
安

は
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

警
報
器
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

お
よ
び
チ
ラ
シ
の
設
置
、
広
報
用
映
像
資
料

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）の
視
聴
部
分
の
確
保
な
ど

 

直
接
、
予
防
課
へ
。

 

予
防
課

☎
２
４
‐
５
２
７
９ 

 

２
４
‐
５
２
８
１

療
育
セ
ン
タ
ー
利
用
児

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
療
育
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。

 

心
身
の
発
達
に
支
援
が
必
要
な
幼
児

 

1
日
30
人

 
療
育
セ
ン
タ
ー
で
申
込
用
紙
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
所
へ
。

▽
面
接
な
ど
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

 

9
月
2
日
㈪
～
30
日
㈪　
　
　

 

療
育
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
‐
１
３
９
２ 

 
２
３
‐
１
３
９
７

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

9
月
１
日
～
10
日
ま
で
の
期
間
は「
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
」で
す
。
屋
外
へ
看
板

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
広
告
物
を
設
置
す
る
に

は
、
原
則
許
可
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
、
貼
り
紙

な
ど
の
簡
易
な
も
の
を
除
く
す
べ
て
の
屋
外

広
告
物
に
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
告
物
の
安
全
性
を
確
保
し
危
険
な
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
適
正
な
管
理
、
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

都
市
整
備
課

☎
２
４
‐
１
２
２
３ 

 

２
3
‐
４
１
１
６

下
水
道
が
利
用
で
き
る
地
域

の
皆
さ
ん
へ

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
や
店
舗
お
よ
び
事
業
所
で
使
用
さ
れ
て

い
る
ト
イ
レ
、
台
所（
厨
房
施
設
）、
お
風
呂

か
ら
出
る
汚
水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
は
、
地
域
の
生
活
環
境

の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
が

利
用
で
き
る
地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
の
人

で
、ま
だ
接
続
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、早
期

に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
桑
名
市
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
が
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
工
事
店
に
ご
依
頼

く
だ
さ
い
。

 

営
業
課

☎
４
９
‐
２
０
２
２ 

 

４
８
‐
３
４
２
０

 

お
客
さ
ま
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
‐
１
２
６
０ 

 

８
４
‐
６
０
２
１

「
お
り
づ
る
の
森
」
臨
時
休
館

　

設
備
点
検
の
た
め
、
市
斎
場「
お
り
づ
る

の
森
」を
次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

 
9
月
10
日
㈫　

午
後
5
時
15
分
～

12
日
㈭　

午
前
8
時
30
分

 

環
境
安
全
課

☎
２
４
‐
１
１
８
３ 

 

２
4
‐
４
１
０
２

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
情
報
B
O
X
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危
険
物
取
扱
者
試
験

 

11
月
9
日
㈯
・
16
日
㈯
・
17
日
㈰

 
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
ほ
か

職
種 
甲
種
、
乙
種（
第
１
～
6
類
）、
丙
種

 

消
防
本
部
ま
た
は
、
各
分
署
で
願
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
㈶

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部

（
〒
５
１
４
‐
０
０
０
２　

津
市
島
崎
町

３
１
４
）へ
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w.

shoubo-shiken.or.jp/

）
か
ら
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

9
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
場
合
は
、

9
月
7
日
㈯
午
前
9
時
～
17
日
㈫
午
後
5
時

●
予
備
講
習
会（
乙
種
第
4
類
）

 

10
月
16
日
㈬　

午
前
9
時
～
午
後
5

時

 

く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
１
階　

多

目
的
ホ
ー
ル

 

１
０
０
人（
先
着
順
）

 

５
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
桑
名
危
険
物
安
全
協
会
員
、
桑
名
防
火
協

会
員
ま
た
は
高
校
生
以
下
は
４
５
０
０
円

 

予
防
課
ま
た
は
、
い
な
べ
消
防
署（
い

な
べ
市
大
安
町
高
柳
４
１
８
）、
東
員
消
防

署（
東
員
町
六
把
野
新
田
86
ー
１
）
で
申
込

用
紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
所
へ
。

 

9
月
16
日
㈷
～
10
月
9
日
㈬

 

予
防
課 

☎
２
４
‐
５
２
８
０

 

２
４
‐
５
２
８
１

　　　　パブリックセンター（旧中央公民館）貸館利用のご案内

〇営利目的利用および市外利用者の使用料は2倍、営利目的の市外利用者の使用料は3倍
〇冷暖房使用料は、1時間につき100円　
〇飲食可、ただしアルコール不可
〇無料駐車場80台あり
▷詳細については、直接または、電話、ファクス、メールでパブリックセンター（旧中央公民館）へ。

　４月から、幅広い活動が行える施設へと生まれ変わりました。企業が実施する商品説明会、営業会
議・社員研修、習い事の各種教室、懇親会・友達同士の集まりなどの貸館利用を開始しております。
　ぜひ、ご活用ください！

利用区分 定　員
（人）

面　積
（㎡）

時間区分（円）
午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後5時30分
～9時30分

大研修室 132 179.29 3,330 4,560 4,560

学習室 63 115.04 2,090 2,840 2,840

日本間 60 69.96 1,230 1,720 1,720

料理実習室 36 108.26 2,090 2,840 2,840

サークル室 20 54.21 980 1,350 1,350
学習室

  パブリックセンター（旧中央公民館）（☎ 23－4103　  23－5255　  tyuokom@city.kuwana.lg.jp）

大研修室
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　クラウドファンディングとは、インターネットを介して不特定多数の人たちから少額ずつ資金調達す
る仕組みのことです。
　市は、公民連携の一環による連携協定において、中日新聞社のクラウドファンディングサイト「夢
チューブ」を使って地域活性化につながるプロジェクトを応援しています。

　殺処分ゼロをめざして、野良猫に不妊・去勢手術を行い、野良猫をめぐるさまざまなトラブルの軽減を
図るとともに一代限りの命を見守るTNR活動を支援します。より多くの猫の命を守り、また一人でも猫の命
を守ろうと思ってもらえるように、ぜひこのプロジェクトを応援しましょう。
▷詳しくは、夢チューブ専用サイト（https://chunichi-yume.en-jine.com/）をご覧ください。

 まちづくり推進課（☎ 24 ｰ 1463　  24 ｰ 1412）

【飼い主のいない猫（ノラ猫）について】
　昨今、ノラ猫に関する相談が多く寄せられています。「かわいそうな猫に餌をあげたい」という人
がいる一方で、猫の数が増えることにより「車庫で子猫が生まれた」「庭にフンをしていく」などノ
ラ猫で困っている人も増えてきているのです。
　皆さんは「ＴＮＲ活動」をご存じでしょうか。ノラ猫に関するトラブルの軽減を図るとともに、一
代限りの命を見守る活動です。人と猫が共生できるよう、一代限りの命をやさしく見守ってあげま
しょう。
 環境安全課（☎ 24 ｰ 1183　  24 ｰ 4102）

命ある動物の愛護と適正な飼育について理解を深めましょう！

　　　　9 月 20 日～ 26 日は動物愛護週間です

○責任と愛情をもって終生飼育することが必要です。飼い始める前に、最期まで飼えるかをよく考えましょう。
○動物を捨てないでください。飼えないからといって捨てることは犯罪です。
○鳴き声や臭い、フンなどで迷惑がかからないように配慮しましょう。猫は屋内での飼育をお勧めします。
○生まれてくる命に責任を持てない場合は、不妊・去勢手術をしましょう。市では犬・猫の不妊・去勢手
術に対して補助金制度を設けています。

応援プロジェクト第2弾「TNR活動」～殺されるだけの子猫を産ませないように～

 【TNR活動とは】T
トラップ

rap:捕獲して ▶ N
ニ ュ ー タ ー

euter：不妊手術をして ▶ R
リ タ ー ン

etern：猫を元の場所に戻すこと

不妊手術を行った
さくらねこ

夢チューブ専用
サイトQRコード

 8月1日㈭～10月31日㈭
 他にも返礼品はたくさんあります。

1,000円（返礼品　オリジナルメモ帳）
2,000円（返礼品　オリジナルトートバッグ）
5,000円（返礼品　桑名の特産品）　ほか

　不妊手術の目印として耳先をさくらの花びらの形にカットします。この猫を「さくらねこ」といいます。

　　　クラウドファンディング　応援プロジェクト第２弾！
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【子どもを虐待から守る宣言都市 桑名市】

　全国的に救急件数は増加しており、桑名市消防本部管内でも年々救急件数
が増加しています。
　通常、119番の救急要請を受けると、現場から一番近い救急車が出場しま
すが、その近くにあるはずの救急車が出場している場合は、遠方にある別の
救急車が出場することになり現場への到着に時間を要してしまいます。
　このように、救急車の出場要請が増えることにより119番を受けてから救
急車が現場に到着する時間が遅れ、救える命が救えなくなる場合があります。

【次のような症状がある場合は迷わずに救急車を呼びましょう】
・言葉が出にくい、突然片方の手足に力が入りにくくなった。
・胸が締め付けられるように痛い。
・頭が割れるような痛み、今までに経験したことのないような痛み。
・息苦しい、呼吸がしにくい。
・意識がない、けいれんを起こしている。

【救急車の誤った利用例】
・今日は入院日だから
・自家用車が無いから
・早く診察してもらえるから
・タクシーだとお金がかかるから
・自分で病院を探すのが面倒だから

 消防救急課（☎ 24 ｰ 5277　  24 ｰ 5287）

9月9日は「救急の日」です。この日を含む1週間は、救急医療週間です。

　　　　救急車の適正利用にご協力ください！

ただし、次のいずれかの装置が設けられている場合は、消火器具の設置の対象とはなりません。
・調理油過熱防止装置：鍋などの温度の過度な上昇を感知し、自動的にガスの供給を停止して火を消す装置
・自動消火装置：火を使用する設備または器具の火災を自動的に感知し、消火薬剤を放出して火を消す装置
・圧力感知安全装置：過熱などによるカセットボンベ内の圧力上昇を感知して、自動的にガス供給
　を停止する装置

 予防課（☎ 24 ｰ 5279　  24 ｰ 5281）

　平成28年12月に新潟県糸魚川市で発生した大規模火災を受けて、「火を使用する設備や器具」を設け
られている飲食店などに対して消防法令が改正されました。これにより、令和元年10月1日から小規模
な飲食店などにも消火器具の設置が義務となります。

　　　　消火器具の設置が義務化されます

火を使用する設備や器具とは？
IH調理器を除く、ガステーブル・フライヤー・こんろ など

消火器具設置の注意点
・消火器具は業務用のものを設置してください。
・火気を使用する部分から20m以内の場所に設置してください。
・設置場所には「消火器」の標識を見やすい位置に設置してください。
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  財政課（☎ 24－1137　  24－6312）

　　　　寄付のメニューが新しくなりました！
　市では、約20の寄付メニュー（使い道）を用意して、寄付金を募集しています。

「生まれ育ったふるさとに貢献したい」、「応援したい」という市への思いを形にしていただくものです。
　ぜひ応援をよろしくお願いします。　▷詳しくは、市ホームページをご覧ください。

【寄付メニューの一覧】
内 容 寄付メニュー

子ども・子育て
教育関係

子どもたちの健やかな成長や、学びの
充実のために役立てます

子ども・子育て支援事業寄付、公立幼稚園・
小中学校への備品・図書購入事業寄付

福祉関係 障害福祉、健康推進、地域の福祉活動
を促進する事業などに役立てます

障害福祉事業寄付、がん検診事業寄付、
社会福祉事業寄付

防災・消防関係 安心して暮らし続けることができるま
ちづくりに役立てます 防災・減災寄付、消防活動事業寄付など

観光・プロモー
ション関係

魅力あるイベントの開催や観光振興の
ために役立てます

多度峡天然プール運営寄付、石取祭・
多度祭・八幡神社獅子舞等無形民俗文
化財保存寄付など

文化振興関係 芸術・文化の振興、支援に役立てます 博物館事業寄付、六華苑保存活用寄付
など

その他市政推進 市の活動支援のために役立てます 公用車寄贈・購入寄付

▷その他、遺言による寄付である遺贈のご相談も随時受け付けています。

　　　　水からの災害を防ぐため
　「水防」とは、洪水、雨水出水、津波または高潮による水による災害を警戒・防御し、被害の軽減を
図ることです。この水防の作業を行うために水防法が制定され、行政が水防管理団体を組織し、平常
時は、水防箇所の巡視、資材の備蓄、水防演習などを行い、非常時には、情報収集、各種水防活動など
必要な作業を行います。
　市は、木曽三川(木曽川・長良川・揖斐川)・伊勢湾といった河川・海に囲まれており、古くから水
害との闘いの歴史があり、未曽有の被害をもたらした伊勢湾台風から、今年で60年が経過します。河
川や海岸においては、それぞれ堤防の補強および耐震化が進められ、治水に対する安全度は、格段に
向上し、現在も継続的に進められています。しかし、河
川などの水位が上昇し、洪水などの危険性が発生した場
合には、水防団による水防活動が行われます。
　市では、この水防団を各地区の消防団の皆さんに担っ
ていただいており、市と連携の上、水防活動に取り組ん
でいます。そこで、水防活動を円滑に行うため、消防本
部および消防団の皆さんに協力いただき、毎年、出水期
前の5月に水防訓練を実施しています。

  土木課（☎ 24－1214　  23－4115）

　　　　不動産鑑定士による無料相談会
　地価・地代・家賃・土地利用の問題に対して無料相談会を開催します。

 10月1日㈫　午前9時30分～正午　  市役所4階　第3会議室　  不要
 土木課（☎ 24－1225　  23－4115）

水防訓練の様子
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（市関係団体のイベントなどを掲載しています）

 9月2日㈪
 桑名商工会議所　☎ 22-5155

　　第10 回 TAFスポミンクラブ　　　　
　　ソフトバレー交流会

 10月27日㈰　午前 8時45分
 ヤマモリ体育館
 自由参加（男女混合　コート内には、女性1人

以上）中学生男子は、女性として登録可
【部門】
・チャレンジの部（競技志向）
・エンジョイの部、ファミリーの部

 チャレンジの部、エンジョイの部、ファミリー
の部合わせて40チーム

 1チーム　2000円　▷当日、受付にて徴収
 TAFスポミンクラブ事務局、またはスポーツス

テーション多度、スポーツ振興・国体推進室で申
込用紙を受け取り、直接または、ファクス、郵送
でTAFスポミンクラブ事務局（〒511-0862　播磨
770）へ。

 9月10日㈫～10月25日㈮必着
 TAFスポミンクラブ事務局

☎ 24-9140　  22-6103

　　潜在看護師等復職研修会
　結婚や育児など、家庭の都合で看護の仕事から
離れ、現在復職を希望する人を対象に研修会を開
催します。

 11月11日㈪～ 15日㈮（全5日間）
 市立四日市病院（四日市市芝田2丁目2番地

37）
 講義（看護の動向、感染管理、医療安全な

ど）、看護技術の演習、病院実習
 看護領域に再就業を希望する潜在看護師など
 10人（先着順）
 無料　▷賠償責任保険などの自己負担あり
 直接または、電話で三重県看護協会 三重県

ナースセンターへ。
 9月23日㈷～10月7日㈪
 (公社)三重県看護協会 三重県ナースセンター 

四日市サテライト　☎059-325-7170　  059-
340-6680

　　くわなフォトロゲイニング 2019
　フォトロゲイニングとは、当日与えられた地図
をもとに多数設置されたチェックポイントをでき
るだけ多く制限時間内にまわり、得られた点数を
競うオリエンテーリングと宝探しを組み合わせた
ようなアウトドアナビゲーションスポーツです。
チェックポイントにて見本と同じ写真を撮影する
ことで得点となります。
　豪華景品を取りそろえておりますので、家族や
仲間をお誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

 10月27日㈰　午前8時30分～午後4時
 精義小学校体育館集合
 100組（先着順）　▷1組2～5人
 1組5,000円
 桑名商工会議所ホームページ（http://www.

kuwanacci.com/）をご覧ください。

　　不動産開業セミナー開催

 9月27日㈮　午後 1時30分～ 3時30分
 三重県不動産会館3階　大会議室

　（津市上浜町1丁目6番地1）
 宅建業開業を目指されている人など

 宅建協会入会のメリット、開業資金の融資制
度、不動産業開業の体験談、個別相談会（希望者
のみ）

 電話または、ファクスで三重県宅地建物取引業
協会 本部事務局へ。

 （公社）三重県宅地建物取引業協会 本部事務局
☎059-227-5018　  059-227-5019

　　入れ歯供養祭
　毎年10月8日（入れ歯の日）に「入れ歯供養
祭」が開催されます。
　現在、使用されていない入れ歯を無料で供養し
ていただくことができます。
▷入れ歯の金属部を精錬・リサイクルした収益
は、公共性の高い団体などに寄付されます。

 直接または、電話、郵送（着払い）で三重県保
険医協会入れ歯供養祭係（〒514-8790　津市観音
寺町429-13）へ。

  三重県保険医協会入れ歯供養祭係　
☎059-225-1071
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水道の給水・修繕工事
宅地内の水道修繕

　市指定給水装置工事事業者（有料）
公道漏水やその他

　お客さま総合センター
☎24－1260　  84－6021
　営業時間外の公道漏水受付
☎84－6020　

桑名市の交通事故発生状況〔令和
元年 7月31日現

在〕
令和元年7月中 累計 前年累計同期比

総 件 数 346件  2,540件 ー188件
人身件数 24件 159件 ー61件
死 者 数 1人 5人 ＋3人
負傷者数 31人 208人 ー78人
物損件数 322件 2,381件 ー127件 桑名市の人口 （前月比）

人　口 142,249人 （－6）
男 70,304人 （＋15）
女 71,945人 （－21）

世帯数 59,539世帯 （＋33）
〔令和元年 7 月末現在〕

実施期間：9 月21 日㈯～30 日㈪
止まってますか「横断歩道」
　　　　　　　　守ってますか「交通ルール」

秋の全国交通安全運動

納期限のお知らせ
国民健康保険税3期　
後期高齢者医療保険料3期

　　　納期限は 9月30日㈪です

国際交流・日本語教室
 第2・第4日曜日

 午後2時～4時
 修徳まちづくり拠点施設

女性活躍・多文化共生推進室 
☎24－1413　  24－1412
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　取引や証明用に使用する「はかり」をお持ちの人は2年に1度の検査が必
要です。検査の対象となるはかりをお持ちの人は、必ず検査を受けてください。
▷検査を受検しなかった場合は、県計量検定所（津市桜橋3丁目）へ計量
器を持参し、検査を受検することになります。下記の定期検査までに、計量
士による「代検査」を受検した場合は、検査が免除となります。

と　　き ところ

10月15日㈫ 午前10時30分～午後2時 多度まちづくり拠点施設
講堂

10月16日㈬ 午前10時30分～午後2時 長島地区市民センター
西側車庫

10月17日㈭ 午前10時30分～午後3時 市役所
立体駐車場西隣10月18日㈮ 午前10時30分～午後2時

【手数料】 
　種類や能力によって異なります。
　現金でお支払いください。

【対象となる計量器】　
①商店・露店などの商品売買用　
②病院・薬局などの調剤用　
③病院・学校などの体重測定用　
④生産者の生産物販売・出荷用　
⑤工場・事業所などの材料購入・
　製品販売用
⑥農協・漁協などの物資集荷・出荷用
⑦運送・宅配業などの貨物運賃算出用

 商工課（☎24ｰ1256　 24ｰ1140）　　　　はかりの検査を行います！
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と き 詳 細
交通事故相談 第1火曜日　　1時～ 4時 【予約制・前日まで】

行政相談…国・県への要望、意見など
公証人相談…公正証書による遺言の作成、土地・建物の賃

　　　　　　　貸借や金銭貸借の契約など
司法書士・土地家屋調査士相談…不動産登記全般(相続など)、

　　　　　　　　　　　　　　　　   会社登記、多重債務、成年後
　　　　　　　　　　　　　　　　   見、裁判所提出書類作成、簡
　　　　　　　　　　　　　　　　   易裁判所訴訟手続、土地の境
                                                                                                        界・測量に関すること

行政書士相談…契約書の作成や相続、遺言、空き家などへ
　　　　　　　　の対応に関すること

市民相談室（市役所本庁地下1階）☎24-1188　 22-5183

弁護士による
法律相談

【予約制】予約日の 　8時30分～電話予約(毎回5人)
①予約日・第1水曜日 → 相談日・第2火曜日
②予約日・第3水曜日 → 相談日・第4火曜日
相談時間　　9 時～ 11 時30 分（1人30分）

行政相談 第1木曜日　　9時～正午＊予約不要

公証人相談 第2水曜日　　10時～正午 【予約制・前日まで】

司法書士の相続相談 第2木曜日　　1時～ 4時 【予約制】

司法書士・
土地家屋調査士相談

第3土曜日　　9時～正午 
＊予約不要（　11時30分 受付終了）

行政書士相談 第4木曜日　　2時～ 4時＊予約不要
市民相談 月～金曜日　　8時30分～　5時

人権擁護委員による
人権相談

9月17日㈫　　10時～　3 時 長島人権相談窓口 ☎42-4117 42-0134
9月18日㈬　　10時～　3 時 人権センター (くわなメディアライヴ2階) ☎27-6677 27-6678
9月19日㈭　　10時～　3 時 多度地区市民センター ☎49-2000 48-3979
火・木・金曜日　　9時～　4 時 津地方法務局桑名支局   ☎32-5361 32-5362

人権相談 月～金曜日　　8時30分～　5時 人権センター (くわなメディアライヴ2 階) ☎27-6677
　多度地区市民センター ☎49-2000　長島人権相談窓口 ☎42-4117

女性弁護士による
女性法律相談

10月12日㈯　　9 時～ 11 時55分
　　　　　　（1人30分）【予約制】
※新規申し込みの人優先

市内在住または在勤の女性限定　 5人
「10月12日女性弁護士相談希望」、住所、名前、電話番
号を記入し、郵送または、 24-1412 hatarakim@city.
kuwana.lg.jpのいずれかで女性活躍・多文化共生推進室へ。

　【申込期限:9月30日㈪必着】
　※定員を超えた場合は抽選し、結果は原則郵送します。

女性活躍・多文化共生推進室(〒511-8601 中央町2丁目37)☎24-1413
消費生活相談 月～金曜日　　10時～　3 時 消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階）　☎ 24-1334

若者自立就労相談 第1・2・4水曜日 【予約制】 
　1 時～ 5 時

消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階）
北勢地域若者サポートステーション☎059-359-7280 059-359-7281

年金相談 木曜日　 　10時～正午、　1 時～ 3時
※午前は11時30分、午後は2時30分受付終了

NTNシティホール　※祝日はお休みです。
四日市年金事務所　☎059-353-5515 059-354-5011

税務相談 第2・第3木曜日 　9時30分～　3時 【予約制】 東海税理士会桑名支部事務局 ☎24-6770

女性相談 月～金曜日　　10時～　3時 ＊内容によっては要予約 子育て支援課　☎24-1167　 22-7811

母子・父子のひとり親相談 月～金曜日　　8時30分～　5時 ＊内容によっては要予約 子ども未来課　☎24-1172　 24-1393

青少年相談 月～金曜日　　9時～　3 時 生涯学習・スポーツ課　☎24-1245　 24-1355

子ども電話相談 月～金曜日　　9時～　5 時 教育研究所 ☎24-1880　 27-5827
　受付時間　午前9時～午後5時

保育所（4・5歳児）、幼稚園、小学校、中学校に通う市内在
　住の子どもとその保護者

子育て、発育発達、不登校（園）など子どもの教育全般に関
　する相談を行います。

くわっぽ教育相談

9月2日㈪・9日㈪・25日㈬・30日㈪
　9時～11時45分 【予約制】
9月12日㈭・26日㈭　　 10時～午後4時40分【予約制】
9月4日㈬・18日㈬　　 1時15分～4時【予約制】

心配ごと相談 木曜日　　10時～正午　 相談内容によっては弁護士相談もあります
社会福祉会館　☎ 22-8483　

発達検査を伴う総合相談 月10回　　9時～　5 時【予約制】 子ども総合相談センター ☎24-1298　 22-7811
0歳から18歳までの子どもとその保護者家庭児童相談 月～金曜日　　8時30分～　5時

生活更生相談 第2・第4木曜日　　9時～　3時 身体障害者、家族の人　☎ 22-5003
在宅障害者デイサービス事務所（総合福祉会館内）

ことばの相談  9月30日㈪　　9時～　5時 【予約制】 ことばに不安のある幼児・児童  くわなメディアライヴ2階
保健医療課　☎24-3040　 24-3032

育児相談

月～金曜日　　8時30分～　5時 子ども・子育て応援センター「キラキラ」
　☎84-6039　 25-0075

月・水～金曜日　　8時30分～　5時 地域子育て支援センター「にこにこ」　☎ 25-3515

火～金曜日　　8時30分～　5時
長島地域子育て支援センター（長島福祉健康センター内）

　☎41-1038　 41-1008
子ども・子育て応援センター「ぽかぽか」

　☎32-5676　 32-5677
司法書士の
成年後見相談  第1水曜日　　9時～正午 【予約制】 総合福祉会館　 福祉後見サポートセンター（社会福祉協議会）

　　　　　　　　　 ☎22-8218　 23-5079

不動産に関する相談 月～金曜日（木曜日を除く）　
午前10時～正午、午後1時～ 4時【予約制】 

多度地区市民センター　
（公社）三重県宅地建物取引業協会桑名支部　☎49-3301 49-3302

心に病・精神に疾患
のある人の相談 火・木曜日　　10時～　4時 【予約制】 はあぶ工房Together　☎ 32-5216

障害福祉課 ☎24-1171　 24-5812

福祉総合相談 火～日曜日、祝日の月曜日　　9時～　5時 福祉なんでも相談センター (大山田コミュニティプラザ内)
　☎41-2114　 41-2174

精神保健福祉相談 9月25日㈬　午後1時30分～3時30分 桑名保健所
桑名保健所 ☎24-3620　 24-3692

午後

午前

午前

午前

午前

午後
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午前 午後
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くわな防災教室
今月のテーマ「防災情報や停電情報を取得しよう」

備えあれば

　憂いなし
！

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 10/2 10/3 10/4 10/5

※イベントすべては掲載しておりません。図書館のイベントはp19をご覧ください。

令和
元年 9イベントカレンダー

市小・中学校児童
生徒科学展(~8日)　
→ p20
創意くふう展（~8日)　

→ 8月号 p24

　今月号の防災特集では、避難対策にフォーカスして皆さんに知っておいていただきたいことをお
伝えしましたが、災害時には、防災情報などを「早く」「正確に」入手することがとても大切です。
　今回は「桑名市災害時緊急メール」と、中部電力の「停電情報お知らせサービス」をご紹介します。
　ぜひ、ご登録いただき最新の情報を入手して下さい。

新シリ
ーズ

ほんぱくオープニング
セレモニー　→ p20
くわな秋の交通安

全フェスタ　→ p20

八幡神社獅子舞
（~15日)　→ p20

西美濃・北伊勢観
光サミット特産品バ
ザール　→ p20

[t-kuwana@sg-m.jp] へ空メー
　ルを送信し、返信メールの内
　容に従って登録してください。

 迷惑メール対策をされている人は､ ドメ　
　イン [@sg-m.jp] を許可してください。

QR コードから登録できます。

　市では、あらかじめ登録をしていただいた
人に対し、避難勧告や気象情報などの防災情
報や、災害に関する情報などを配信するサー
ビスを行っています。

　スマートフォンの「停電情報お知ら
せサービス」アプリ（無料）では、停
電が発生・復旧した場合にプッシュ通
知でお知らせします。外出先でも停電
情報をすぐに確認できます。QRコード
からアプリをダウンロードしてください。

App Store

Google Play

登録した地域やご契約単位で停電情報を　
　プッシュ通知でお知らせ

停電地域をマップでご案内　ひと目で確認できる
電気のお困りごとをチャットで相談できる
 中部電力株式会社桑名営業所　

　 （☎ 0120－985－232）
 防災・危機管理課　

　 （☎ 24－1185　  24－2945）

桑名市災害時緊急メール 中部電力「停電情報お知らせサービス」

消防体験キッズ　
→ p21

おいしく食べよう
会　→ 8月号 p15
すくすく離乳食教

室　→ 8月号 p15

おとこの料理教室　
→ 8月号 p15
育児相談　→ p14

第2 回起業女子の
ための短期集中講
座　→ 8月号 p23

桑員地区伊勢湾台
風 60周年防災訓練　
→ 8月号 p25

おいしく食べよう会　
→ p15
伊勢湾台風 60周

年のつどい　→ p10

がん患者と家族の方
のおしゃべりサロン　
→ p15

すくすく離乳食教
室　→ p14

オレンジカフェ 
→ p18

オレンジカフェ 
→ p18

オレンジカフェ 
→ p18

オレンジカフェ 
→ p18

オレンジカフェ 
→ p18

旬感☆ mie 放送日
三重テレビ午後6時～


